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2022年 秋号 No.59恵庭市郷土資料館

恵庭消防創立100周年1年前記念展

新型コロナウイルス感染拡大防止対策について

感染の状況によって掲載のイベントが中止になることがあります。

発熱や咳など風邪のような症状がある方のご来館・ご参加はご遠慮ください。

ご入館・ご参加時には三密を避け、マスクの着用をお願いします。

感染防止のため、手指の消毒の徹底をお願いします。

館内での密集を防ぐため、一時的に入場制限をさせていただく場合があります。

企画展

目次 ▲ 　

展示期間：11月3日（木・祝）～11月20日（日）　場所：郷土資料館　特別展示室
郷土資料館・恵庭市消防署島松出張所共催事業

　大正12（1923）年、恵庭村消防
組が公設されてから令和5年で
創立100周年を迎えます。これ
を機に、恵庭消防の歩みを振り
返ります。

防火衣の移り変わり
放水用のホースとノズル
中学生が描いた防火ポスター
消防写真いまむかし
消防のYouTube映像　　等

記念バッジガチャ

主な展示物 スタートプチイベント

　消防クイズに正解された方に
ガチャ用コインを配布します。カ
プセルには消防車両缶バッジが
入っています。

日時
11月3日（木・祝）　　　　
10：30～11：30
会場
郷土資料館　玄関前
内容
消防車両展示　放水体験
ゲスト
恵庭非公式ヒーロー　アル
ケイドさん
消太くん（北海道消防協会
キャラクター）クイズに答えて

  消防車両バッジを

    GETしよう！

？
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７月 ●2日～9月4日…石の魅力展　●３日…アイヌ文化マスター事業②　●９日…カリンバ土曜講座②
 ●10日…レコード鑑賞会　　●23日…第9回カリンバまつり　●24日…アイヌ文化学習見学会

８月 ●２日～25日…戦争資料展　●６日…漁川の生きもの観察会　●６、７日…アイヌ文化マスター事業③

９月 ●４日…アイヌ文化マスター事業④　●10日…カリンバ土曜講座③

　皆様のご協力により、企画展石
の魅力展が無事終了することが
できました。実は郷土資料館創
設以来初めて、石をメインにした
展示だったそうです。ご存じでし
たか？ 私自身も鉱物は趣味とし
て収集などをおこなう程度で展
示解説は初めてのことで、試行錯
誤の繰り返しで何とか開催までに
こぎつけることができた企画展で
した。会期中は、ちょうど子供た
ちの夏休みということもあり多く
の方に来館していただけました。
また、来館者アンケートを見ると、
恵庭市だけでなく札幌市や幕別
町、千葉県や広島県といった道外
の方にも見ていただいていたこと
がわかりました。
　様々な方に鉱物の魅力を感じ
ていただけるように担当学芸員
一同展示をおこないました。そ
して老若男女関わらず多くの方
に見ていただくことができまし
た。さらに石がすごい、深く感銘
を受けましたなどうれしい感想
をいただけました。また石の企
画展をおこなうことがありました
ら、さらに楽しい展示になるよう
頑張ってまいります。

　７月23日（土）に毎年恒例のカ
リンバまつりを郷土資料館で開
催しました。

　午後１時からの「カリンバのま
が玉を作ろう！」には小学生の親
子など20名が参加しました。

▲「まが玉を作ろう！」の様子
　滑石という、石の中でもいち
ばん軟らかい石を紙やすりで１
時間半くらいみがき、一生けん命
に三日月形に仕上げました。
　午後３時からの「土器を作ろ
う！」にも20名が参加し、江別の
粘土1.8kgを積み上げて深いは
ち形の土器などを作りました。
皆さん上手にできていたので、き
れいに焼きあがると思います。
　午後６時からは北海道文教大
学共同研究ENIWA学の皆さんに
よる朗読劇「銀河鉄道とカリンバ
の夜のために」が資料館の中庭
で行われました。朗読劇の背景
として巨大ベンガラ染め５本が資
料館の屋上から垂らされました。

▲朗読劇の様子
これは、昨年のカリンバまつりで
ENIWA学の皆さんと市民の皆様
などが製作したものです。朗読
劇は北海道文教大学の学生や教
員の皆さん10名により行われ、

約30名の市民の方などが声とピ
アノ、ベンガラと照明が織りなす
ハーモニーに魅了されていました。

　今年２回目のアイヌ文化学習
見学会「ウポポイへ行こう！」は
７月24日に子供を対象として白
老町の国立アイヌ民族博物館で
行いました。小学生と保護者14
名が参加し、午前は博物館展示
室と伝統芸能上演を見学。午後
は自由行動とし、いろいろなアイ
ヌ文化体験や見学を行いました。

▲見学会の様子

　私たちが住むまち恵庭を流れ
る漁川に生息する生きものを観
察しようと3年ぶりに開催されま
した。北海道立総合研究機構研
究主幹の卜部浩一先生と研究職
員の小亀友也さんのご指導の元、
市内の元気いっぱいの小学生４
名とお父さんが参加され、魚と水
生昆虫の観察をしました。当日
の漁川は増水しており、場所に
よっては流れが速く、川の注意点
のおはなしから始まりました。中
州にわたり、たも網で魚の捕獲、
石をひっくり返して水生昆虫の

観察を行い、みんな川に夢中に
なりました。また、卜部先生が投
網を打つとたくさんの魚が捕獲
できました。この日は、ヤマベ、
フクドジョウ、ウグイ、トゲウオな
どの魚類とヘビトンボ、トビケラ
類の水生昆虫が観察でき、観察
後はすべて川へ放流しました。

▲観察会の様子
　市街地に近い場所でこのよう
な自然の姿に触れられる漁川は

本当に素晴らしい川だということ
を改めて実感した観察会でした。 

　和光小学校の4年生に向けて
8月22・24・25・29日に土器野焼
き学習をおこないました。晴天
の日が多く、大変野焼き日和であ
りました。子供達には野焼きに
際し、焼けていく土器の変化など
について説明をしながら半日か
けて焼いていきました。熱い中
子供たちも熱心に自分の製作し
た土器を観察、質問するなど野

焼きに関して興味を持ってもらえ
たようでした。
　今回の野焼きは、割れてしまっ
た土器も少なく子供たちに無事
土器を渡すことができて良かっ
たです。また、生徒の皆さんから
感想文をいただきました。「楽し
かった」「もっと知りたい」といっ
た前向きな感想が多く、非常に嬉
しい限りです。

▲土器野焼きの様子

石の魅力展

アイヌ文化学習見学会

漁川の生きもの観察会

7月24日

8月6日

7月2日～9月4日

第9回カリンバ祭り
７月23日
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事業予定

2022 年秋号 No.59

10月 ●8日～21日…恵庭の歴史写真展　●15、16日…アイヌ文化マスター事業⑤　●23日…カリンバ講演会

11月 ●3日～20日…消防展  ●13日…アイヌ文化マスター事業⑥ ●19日…カリンバ土曜講座④ 
　　   ●26日～12月18日…恵庭の歴史写真展

　南12号漁川橋は、昭和43（1968）年、漁太・林田地区の漁川
の最も下流に架けられた橋でした。令和2年、漁川の堤防工事
に伴い、新しい橋が架けられたため、本年４月に撤去されまし
た。古来、恵庭の玄関口として栄えた同地区で人々の往来を
50年以上支えた橋の銘板をこのたび資料としてご寄贈いただ
き、郷土資料館で保存させていただくこととなりました。

　皆様のご協力により、企画展石
の魅力展が無事終了することが
できました。実は郷土資料館創
設以来初めて、石をメインにした
展示だったそうです。ご存じでし
たか？ 私自身も鉱物は趣味とし
て収集などをおこなう程度で展
示解説は初めてのことで、試行錯
誤の繰り返しで何とか開催までに
こぎつけることができた企画展で
した。会期中は、ちょうど子供た
ちの夏休みということもあり多く
の方に来館していただけました。
また、来館者アンケートを見ると、
恵庭市だけでなく札幌市や幕別
町、千葉県や広島県といった道外
の方にも見ていただいていたこと
がわかりました。
　様々な方に鉱物の魅力を感じ
ていただけるように担当学芸員
一同展示をおこないました。そ
して老若男女関わらず多くの方
に見ていただくことができまし
た。さらに石がすごい、深く感銘
を受けましたなどうれしい感想
をいただけました。また石の企
画展をおこなうことがありました
ら、さらに楽しい展示になるよう
頑張ってまいります。

　７月23日（土）に毎年恒例のカ
リンバまつりを郷土資料館で開
催しました。

　午後１時からの「カリンバのま
が玉を作ろう！」には小学生の親
子など20名が参加しました。

▲「まが玉を作ろう！」の様子
　滑石という、石の中でもいち
ばん軟らかい石を紙やすりで１
時間半くらいみがき、一生けん命
に三日月形に仕上げました。
　午後３時からの「土器を作ろ
う！」にも20名が参加し、江別の
粘土1.8kgを積み上げて深いは
ち形の土器などを作りました。
皆さん上手にできていたので、き
れいに焼きあがると思います。
　午後６時からは北海道文教大
学共同研究ENIWA学の皆さんに
よる朗読劇「銀河鉄道とカリンバ
の夜のために」が資料館の中庭
で行われました。朗読劇の背景
として巨大ベンガラ染め５本が資
料館の屋上から垂らされました。

▲朗読劇の様子
これは、昨年のカリンバまつりで
ENIWA学の皆さんと市民の皆様
などが製作したものです。朗読
劇は北海道文教大学の学生や教
員の皆さん10名により行われ、

約30名の市民の方などが声とピ
アノ、ベンガラと照明が織りなす
ハーモニーに魅了されていました。

　今年２回目のアイヌ文化学習
見学会「ウポポイへ行こう！」は
７月24日に子供を対象として白
老町の国立アイヌ民族博物館で
行いました。小学生と保護者14
名が参加し、午前は博物館展示
室と伝統芸能上演を見学。午後
は自由行動とし、いろいろなアイ
ヌ文化体験や見学を行いました。

▲見学会の様子

　私たちが住むまち恵庭を流れ
る漁川に生息する生きものを観
察しようと3年ぶりに開催されま
した。北海道立総合研究機構研
究主幹の卜部浩一先生と研究職
員の小亀友也さんのご指導の元、
市内の元気いっぱいの小学生４
名とお父さんが参加され、魚と水
生昆虫の観察をしました。当日
の漁川は増水しており、場所に
よっては流れが速く、川の注意点
のおはなしから始まりました。中
州にわたり、たも網で魚の捕獲、
石をひっくり返して水生昆虫の

観察を行い、みんな川に夢中に
なりました。また、卜部先生が投
網を打つとたくさんの魚が捕獲
できました。この日は、ヤマベ、
フクドジョウ、ウグイ、トゲウオな
どの魚類とヘビトンボ、トビケラ
類の水生昆虫が観察でき、観察
後はすべて川へ放流しました。

▲観察会の様子
　市街地に近い場所でこのよう
な自然の姿に触れられる漁川は

本当に素晴らしい川だということ
を改めて実感した観察会でした。 

　和光小学校の4年生に向けて
8月22・24・25・29日に土器野焼
き学習をおこないました。晴天
の日が多く、大変野焼き日和であ
りました。子供達には野焼きに
際し、焼けていく土器の変化など
について説明をしながら半日か
けて焼いていきました。熱い中
子供たちも熱心に自分の製作し
た土器を観察、質問するなど野

焼きに関して興味を持ってもらえ
たようでした。
　今回の野焼きは、割れてしまっ
た土器も少なく子供たちに無事
土器を渡すことができて良かっ
たです。また、生徒の皆さんから
感想文をいただきました。「楽し
かった」「もっと知りたい」といっ
た前向きな感想が多く、非常に嬉
しい限りです。

▲土器野焼きの様子

　令和4年3月に『新 恵庭市史』が刊行されました。それ
を記念し、10月23日(日)10時～ 11時30分に恵庭市民会
館の大会議室で考古編の執筆陣による講演「新恵庭市史・
考古部門の執筆陣が語る恵庭の歴史」を開催します。対象
は小学４年生以上、定員は先着100名で資料館まで事前の
申し込みが必要です。

　恵庭に役場ができて100年目を迎えたこと
を記念して行われた恵庭市開基100年記念事
業の開催から今年25年目を迎えます。その前
年、プレ記念事業として「恵庭の歴史（あゆみ）
写真展が市民会館と島松公民館で行われまし
た。今回は、その当時展示された写真100枚
を2回に分けてご紹介します。恵庭100年の
歩みを今一度振り返ってみてください。
第一部　10/8（土）～10/21（金）
　　　　明治～昭和初期
第二部　11/26（土）～12/18（日）
　　　　昭和10年代～昭和45年

①恵庭の縄文時代の大型住居跡について
　講師：恵庭市郷土資料館 長町 章弘
②柏木東遺跡 ―後藤寿一資料に残る90年前の調査の記録
　講師：北海道教育庁 中田 裕香氏
③恵庭のアイヌ文化期の鉄鍋について
　講師：札幌国際大学縄文世界遺産研究室長 越田 賢一郎氏

皆様のご参加をお待ちしております。

国土交通省北海道開発局千歳川河川事務所　寄贈

撤去された南12号漁川橋

12月 ●11日…アイヌ文化マスター事業⑦

和光小学校土器野焼き学習
8月22・24・25・29日

講
演
内
容
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発行 恵庭市郷土資料館 住所  〒061-1375 恵庭市南島松157-2 TEL/FAX   0123-37-1288

開館時間   午前 9 時 30 分～午後 5 時 入館料   無料

郷土資料館　開館カレンダー

編集後記 ７月末、展示の籾すり機の中に猫が潜んでいることが発覚（右写真）。捕獲しそこねた後、し
ばらく姿が見えなくなったものの、３日後には再発見され外へ。お騒がせな猫でした。  (よ）

年10月10日発行

令和4年度博物館実習

　将来、博物館学芸員を目指して学ぶ札幌

大学3年生の学生2名が当館で実習を行い

ました。8月30日から9月9日までの実働

10日間、資料の虫干しや小学校への資料の

貸出、企画展の企画立案・資料の選定・展示

作業までの一連の流れを体験し、小企画展

づくりに取り組みました。また、アンケート

用紙を新たに作成して、来館者からの声の

届きやすさを探ってみました。

実習で行った企画展示の様子

▲
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10月 11月 12月

毎週月曜日が 休 館日です。
　ただし、月曜日が 休日 の場合、開館日です。その場合、振替となり火曜日、水曜日が 休 館日となります。
休日 は開館日とし、翌日が 休 館日になります。

　ただし、土曜日、日曜日にあたる場合は、開館日です。
毎月最終金曜日は、資料整理のため 休 館日となります。
年末、年始の 休 館日は、12月28日～ 1月3日です。

休館日の詳細

日 月 火 水 木 金 土
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土


